
ニューロサイエンス学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Neuroscience

248



・神経科学の研究領域を“分子・細胞”、 “システム”、 “行動・認知”、 “障害、臨床、支援”の4つに分けて、神

経科学基礎論および神経科学実験・実習を開設することによって、神経科学の全領域の基礎を系統的に学ぶ

ことのできる教育課程を編成する。

・基礎科目（「キャリアプランセミナー」、「研究倫理」）および専門基礎科目（「神経科学基礎論」、「基礎科学英語」）

の必修科目では、神経科学の基礎研究力、科学英語コミュニケーション力を養成する。また、学術院共通基盤

科目の履修を必修とし、隣接諸領域の知識、物の見方、考え方を学ぶ。

・専門科目の「神経科学実験・実習」では、神経科学の多様な研究手法をhands-on実習を通して学ぶ。「英語ジ

ャーナルクラブ」、 「神経科学先端研究セミナー」では、神経科学研究の動向について幅広い知識を自律的に

学修する。また、実践的神経科学インターンシップを開設し、神経科学の基礎研究の成果を様々な社会実践の

現場でどのように応用、活用できるのかを体験的に学ぶ機会を提供する。

・「修士論文研究指導」として、4つの必修科目の開設し、修士論文研究のテーマ決定、修士論文研究構想発表会、

修士論文研究資格試験、修士論文作成、修士論文最終試験、修士論文最終公開発表、修士の学位取得まで

の過程を段階的に指導することにより、学位の質の保証を図る。
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・「修士論文研究指導2～4」以外の科目の評価は、シラバスに記載する評価方法に従って行う。

・「修士論文研究指導2～4」の科目は、指導教員の評点に加え、下記により評価の上、単位認定する。

（1） 「修士論文研究指導 2」：修士論文研究構想発表会。全研究指導担当教員の参加のもと、修士論文研究テ

ーマ、研究計画についての口頭発表を実施。

（2） 「修士論文研究指導 3」：修士論文研究資格試験。

（3） 「修士論文研究指導 4」：提出される修士論文についての修士論文最終試験。全研究指導担当教員の参加

のもと、修士論文研究についての発表と口頭試問を実施。なお、最終試験合格者については修士論文最終公

開発表会を実施。
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